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経営企画部

本 部 登 録 番 号 サ ー ク ル 結 成 時 期

構 成 人 員 月 あ た り 会 合 回 数

平 均 年 齢 1 回 あ た り 会 合 時 間

最 高 年 齢 会 合 は  就業時間内・就業時間外・両方

最 低 年 齢 テ ー マ 暦 ・ 社 外 発 表
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発表のセールスポイント

カブシキカイシャ カラカサ ナオカ

本業務は作業の工数負荷が大きく

多能工化できていませんでしたが

集計方法の改善により、

課題を達成した事例です。

私たちの会社は静岡県掛川市にあり、

主に自動車などの排気ガスをきれいにする、

触媒の研究開発、製造、販売をおこなっています。

会社紹介

海外には７箇所の生産拠点と2箇所の営業所があり

グローバルで環境保全に貢献しています。

業務紹介

経営企画部は経営状態の把握と各種課題への対応など

経営の方向性を導く重要な業務を担っています。

サークル紹介

メンバーは5名。QC経験の少ないメンバーが2名と、短時間

勤務のメンバーが2名在籍。個人で進める業務が多く、対応

すべき業務が多岐に渡るため、サークル活動を通じて業務領

域の拡大を目指し、多能工化を促進。年休取得や育児と

並行して活躍できる職場環境の実現を目指します。

サークルレベル

テーマ登録時のサークルレベルはCゾーンです。

サークルの強みは「運営方法」、

弱みは「QC手法」 と「技能向上」です。

キーパーソン設定

キーパーソンはQC経験が少なく、技能向上に課題がある山

本さんを設定。キーパーソンの選定理由と上司の

思いが合致していることも確認し、育成目標を設定しました。

キーパーソンの成長を通じて、サークルレベルの

向上を狙います。
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テーマ選定

部内の困りごとを洗い出し、サークルメンバー全員で話し合いました。

キーパーソンの育成

本テーマに取り組む必要性

部方針である 「収益改革プロジェクトの強力な推進」の内、

①～④ の課題と合致することを確認しました。

本テーマに取り組む必要性

部方針である働き方改革。キーパーソン成長では本テーマがキーパーソンの担当業務で

あり、技能向上とQC手法習得を狙います。また、元データを全サークルメンバーが使用すること

で、技能の向上と担当以外の業務改善に取り組むことで多能工化が推進され、短時間

勤務者にも業務担当のチャンスがあることからWLBの実現に貢献できることを確認。

攻め所の明確化

現状、売上・限界利益といった『入』は事業軸。労務費、減価償却費、経費といった

『出』は部署軸で管理されており、事業別の貢献利益が見えないという課題がありまし

た。そのため、部署別事業別損益の集計を行うことで事業別の貢献利益、固定費の

見える化を行います。

「QC手法」と「技能向上」のスキルアップを目指してキーパーソンの育成項目、

方針、計画を策定しました。キーパーソンである山本さんは、育成方針に対して

育成担当者とともに計画的にレベルアップを図っていきます。

攻め所の明確化

部署別事業別損益ではグローバルの売上、変動費、固定費を部署別・事業別に集計し

ています。まずは拠点別に集計工数を調査しました。本社は集計データ数が多く、

組織数も多いことから集計工数が多く、３日分の工数がかかっていることがわかりました。

攻め所の明確化 部署別事業別損益集計 業務手順

部署別事業別損益集計業務の流れです。

本社の集計業務は、記載の通り①～⑦の大きく ７項目の作業があり、

合計1,020分/回の工数がかかっています。

テーマ選定

部内の困りごとをマトリックス図で「サークルメンバーの知識向上」「キーパーソンの成

長」に焦点を当て評価しました。キーパーソンはマトリックス図の作成を通して職

場の６大任務の具体化や評価基準の設定方法を習得しました。
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ストーリーの選択

手順ごとの工数を見てみると、③～⑦の手順ではまんべんなく工数が発生していることがわ

かりました。重点思考の考え方に当てはまらないこと、新しいやり方を創出したい

ことから課題達成型ストーリーを選択し、活動を進めることにしました。

①元データ確認は元データの限界利益、費用合計値と決算データの合致を確認。

②限界利益の事業別集計は元データから事業軸に合わせた限界利益を算出し、

集計ファイルに転記。確認作業、転記作業が主となり大幅な短縮が見込めません。

キーパーソンは作業の過程を理解し、技能が向上しました。

攻め所の明確化

③労務費の事業別集計 では、元データ上事業別に分かれていない労務費を

事業別に分解します。1)～4)の手順に加え、手戻り・修正を行っています。

手入力が60分/回と多いことから手戻り・修正が130分/回と多くの工数が

かかっていることがわかりました。

攻め所の明確化

④減価償却費の事業別集計、⑤経費の事業別集計では減価償却費と経費は元データ

上で事業区分が付与されています。集計ファイルの横軸と縦軸の該当箇所にデータを入力

するため、手入力で行っています。手入力が120分と多いことから手戻り・修正60分

と多くの工数がかかっていることがわかりました。

攻め所の明確化

⑥DBシートへの集約では部署別事業別に集計した費用を１つの表で確認できるよう集

計。集計した費用をさらに３つに分類し、シートの該当箇所に手入力。データ量が多く、

180分の手入力と修正に60分かかります。⑦部署別の集計ではDBシートを部署毎

に合計し、部署別まとめシートに手入力。手入力と手戻りに60分ずつかかります。

攻め所の明確化

「攻めどころ選定シート」を活用し、手順③～⑦の攻めどころに対して「事業別に分

解する方法の改善」「事業別に集計する方法の改善」「部署別に集計する方

法の改善」の３つの攻めどころを選定しました。

目標設定

「本社部署別事業別損益の集計業務を2020年10月末までに１回当たり360分の集計

時間にする」という目標を設定。サークルメンバーの短時間勤務者でも１日で集計が完結

でき業務を任せてもらえることから多能工化に貢献できます。また、キーパーソンの

担当業務であることから改善のうれしさと専門知識の習得ができます。

(min/回)

重点指向の考え方に当てはまらない
新しいやり方を創出したい

（現状打破、業務全体の見直し）

ストーリーの選択

課題達成型ストーリーの特徴や進め方をキーパーソンへ教育しました。

攻め所の明確化
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「事業別に分解する方法の改善」に対してはこのような６つの方策を立案。

方策の立案

「事業別に集計する方法の改善」に対してはこのような5つの方策を立案。

方策の立案

「部署別に集計する方法の改善」に対してはこのような5つの方策を立案。

キーパーソンは方策立案時のポイントを習得しました

成功シナリオの追求

全１６の方策を、予想される障害に対して除去案を考えて評価しました。

成功シナリオの追求

実現性も評価し、採用する方策を決定しました。

成功シナリオの追求 １）事業別に分解する方法の改善

現状、担当者が個別に「全体共通」「事業直課」の分類を入力しており、前回の集計ファイ

ルを確認しながら入力することで時間がかかっていました。上司と分類の定義について

議論をし、だれでも迷わない定義づくりを実施。作成した定義に合わせ９８部署の

業務内容を確認して分類を付与し相対表を作成することにしました。

成功シナリオの追求 2) 事業別に集計する方法の改善

事業別に集計する方法の改善では、手入力により多くかかっていた工数と手戻・修正を

なくす為、１データずつ手入力する方法から、数式を活用して元データから集計ファイルへ

データ入力することを考えました。事業軸と部署軸と２軸あっても集計できるような

抽出コードを作成し、数式入力ができる方法を考えました。

方策の立案

活動計画

ステップリーダーにはQC運営経験者を配置し、

QC初心者とキーパーソンの育成も計画に織り込み活動してきました。
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予想される障害を除去し、３つの攻めどころに対して６つの対策を実施

していきます。

成功シナリオの実施

成功シナリオの実施に着手する前に実施内容が職場の６大任務に対して問題がないか

上司に確認。また、QCサークル活動の進捗状況を月に２回ある部会でキーパーソン

が報告し説明の仕方や各STEPでの検討不足など色々な指摘を受けながら軌道修正

を行ってきました。

成功シナリオの実施

１）事業別に分解する方法の改善では、相対表を活用することで部署の分類に

迷いや手戻りなく入力できるようになりました。業務を標準化し、

手順書へ記述しました。

成功シナリオの実施

２）事業別に集計する方法の改善では、抽出コードの活用により、数式を用いて集計

ファイルに入力でき、手入力を廃止できました。入力工数の削減と集計ミスによる

手戻・修正がなくなりました。こちらも標準化し、手順書へ記述しました。

成功シナリオの実施

３）部署別に集計する方法の改善では「事業直課」「事業共通」「全体共通」の

３分類を廃止し、「全体共通」の集計行を追加することで、数式入力ができ、

手入力が廃止できました。

成功シナリオの実施

更に、DBシートへ入力する部署名・コードについてルールを作ることで、数式入力ができ、

手入力工数が削減され、手戻・修正がなくなりました。作業を業務手順書へ記述し、

標準化を実施しました。

今回対策を実施した全ての手順に対して作業工数が削減でき

目標360分に対して改善後200分と目標を大きく達成できました。

短時間勤務者でも一日の勤務時間で業務が完結するようになりました。

効果の確認

DBシートの改善では手入力をやめるため３つの区分の廃止を検討。しかし廃止することで集

計の目的や意味が変わってしまわないか、サークルメンバーに迷いがありました。そこで上司と

「事業共通」「事業直課」の違いを議論し、「事業共通」に該当するデータがないか約1,300

データを確認。該当するものがないことから「事業共通」の区分を廃止しました。

成功シナリオの実施

成功シナリオの追求 3) 部署別に集計する方法の改善
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キーパーソンを中心に手順書を作成。作成した手順書をメンバーで確認し、集計の目的

や、文章のわかりやすさ等を確認し、手順書の作り込みを実施。メンバーも部署別事業

別損益の知識を習得。業務領域が拡大したことで多能工化を推進。業務担当者を

短時間勤務者に変更し、子育てと並行して業務で活躍できるようになりました。

効果の確認

標準化と管理の定着

標準化と管理の定着はこのように決めました。

21年6月に新人が配属され、手順書に基づいて教育を実施。

教育に時間を掛けず集計業務ができることを確認しました。

キーパーソンの成長確認

勉強会の実施と、QCサークル活動を通じて

QC手法が目標であったレベル３に、技能向上がレベル２に向上しました。

サークルレベル評価

勉強会の実施と、QCサークル活動を通じて

QC手法が目標であったレベル３に、技能向上がレベル２に向上しました。

活動の振り返り

良かった点は上司への確認を取りながら進めることで、手戻りなく活動ができた点で、

悪かった点はテーマ選定に時間がかかりスケジュールが厳しくなったことです。

今後は活動計画に沿って効率的に活動を進めていきます。

効果の確認

有形効果は年間約54,000円。

無形効果では上位方針への貢献として、経営層への報告・議論を通して

収益の見える化、固定費抑制に貢献できました。


